
栗栖園地 親子で芝張りチャレンジ！2025 実施概要 
 

目的  栗栖園地は犬山市が河川法に基づく占用許可を受け地元発展会が維持管理を行って   

いるが、将来にわたっても持続可能かつ適正に管理できるようすることで地域再生に   

資する利活用が可能となる仕組みを作り、親水空間の充実・地域経済を活性化させる 

必要がある。そのために、都市・地域再生等利用区域の指定を目指すための実証実験 

として令和 4 年度より継続して実施する。 

 

⚫ 日時  令和７年３月２１日（金）午前９時 ～ 午後４時 

      午前の部：午前９時～正午  午後の部：午後１時～午後４時 

 

⚫ 内容  栗栖園地南側への芝張り 約 515 ㎡ （1 ㎡あたり 9 枚、芝マット約 4,635 枚分） 

※R6 年度の総芝張り面積は約 1,260 ㎡（R4 年度は 2,250 ㎡、R5 年度は 1,260 ㎡） 

 

⚫ 参加者  

（予定） 

          

 

 

⚫ 行程    

    

         

                                  

               

⚫ 現地レイアウト 

（各芝張り面積は目安） 

    

犬山市観光課 5 名 栗栖桃太郎発展会 2 名 

犬山市観光協会 2 名 シルバー人材センター 10 名 

整備工事 受注者 3 名   

栗栖園地 利用者 5 名 各部 27 名  延べ人数約 54 名（見込） 

3 月 20 日（木）までに 
参加者へ呼びかけ、芝生・植栽用具を搬入 

整備工事 受注者が工事発注分の芝張りを側から実施 

3 月 21 日（金）AM9:00～ 現地集合・午前の部スタート 

PM1:00～ 午後の部スタート 

R4 年度実施済エリア 

（2,250 ㎡） 

栗栖園地 駐車場 

R6 年度実施予定エリア 
（1,260 ㎡） 

R5 年度実施済エリア 

（1,260 ㎡） 

R7.1.30（木）時点 

資料４ 
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【開催概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 

 令和７年１月９日（木）午後６時３０分 ～ 午後８時３０分 
 

場所 

 犬山市野外活動センター ２階 研修室 
 

参加人数 

 全１４名 

（栗栖桃太郎発展会、ミラマチ栗栖、栗栖区区長、犬山市観光課、㈱国際開発コンサルタンツ） 
 

目的 

 栗栖園地は犬山市が栗栖桃太郎発展会へ委託して日常管理をしているが、今後どのように管理や

利活用を進めていくことが望ましいかを関係者が集まり、諸課題に対しての意見交換を実施。 
 

テーマ 

 ●栗栖園地の管理について 

 ●栗栖地区の活性化について 

「栗栖園地のこれから」ワークショップ 
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【主な意見】 

 

●栗栖園地の管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●栗栖地区の活性化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

 

 

◼ 外の人が来て、栗栖に住んでもらえるとよい。川のいい自然を見て気持ちがいいと思ってもら

いたい。それが続いていくような仕組みができるとよい。栗栖を好きになってもらって何度も

来てもらいたい。 

◼ 竹林整備をやっているのは昔のように戻したいため。夏は水辺で遊んだり、冬になれば渡り鳥

が来る。秋はきれいな紅葉がみられる。年間通じて楽しみに来てくれる人が増えることを楽し

みにやっている。まだ手をかけてきれいにできる所がある。やんちゃ村、冒険ゾーンも遊びに

来ることもできる。水辺の学校も整備すれば、蛍も見えるようになるのではないか。イベント

もできる。栗栖神社、縄文遺跡も発見されている。文化的な遺産がある。 

◼ 今の栗栖の人だけでやってこうとすると続かないが、よそから人を呼び込まないと続かない。 

◼ 楽しいだけなく、学びもないと人が来ないのではないか。野菜の作り方、学校で教えてくれな

いことなど。 

◼ 桃太郎神社も含めて、絶えず子どもを連れてお参りに来てもらえる環境づくりをしたい。キャ

ンプ場だけを考えるのではなく、栗栖を相対的に見てほしい。今はイベントがないため草を刈

っているだけになっているが、全体的に組み合わせて考えるとよいのではないか。 

➢ はじめの一歩になりました。 

➢ 栗栖園地の可能性を感じています。ぜひ盛り上げていきましょう！！ 

➢ 色々な意見が聞くことができて有意義でした。今後、栗栖の山について検討していきたい。 

➢ 未来の話ができて楽しかったです。 

➢ とてもよい環境の栗栖を多くの人に知って頂き、盛り上がっていくことを楽しみにしています。 

➢ 新たに団体（あるいは組合）を設けて活動する必要があると思います。リーダーとなる者、会計

など責任者を明確にする事が必要と思います。継続可能な仕組みが必要と思います。 

◼ 栗栖園地の価値は全国的に見てもいい場所である。事業化に踏み込むと明るい未来が見えてく

る気がする。価値を上げるのはよい。栗栖の人から見ると園地は物理的距離感がある。中から

見る園地と来訪者から見る園地は違う。 

◼ 栗栖園地で一番大事なのは、芝生を整備してきれいにすること。そのために人手の確保が必要

である。ミラマチ栗栖、桃太郎発展会では難しい。栗栖園地整備ボランティア（仮称）を立ち上

げて、有償ボランティアとして、市内外から人を集めてはどうか。キャンプ場が大好きな人が

いる。活動実態を教えれば、参加する人がいるかもしれない。キャンプ場利用時にチラシを配

り、活動内容、謝礼金額などを載せて PRするのはどうか。 

◼ 野縁公苑跡地をベースにし、キャンパーから設けたお金や奥の野菜を売ったりすれば管理が楽

になるのではないか。 

◼ ボランティアを募ってもコーディネートすることに人が必要。自立化するには財源が必要。 

◼ 園地の維持管理のためにボランティアに参加してもらっても、来てよかったと思わないと続か

ない。 

◼ 新しい組織を立ち上げるか、組織を合併するかの手段があるが、ミラマチ栗栖にお金が入る仕

組みを考えたい。 


